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神奈川県行政書士会事務局処務規則  

 

 

（目  的） 

第 １ 条  この規則は、神奈川県行政書士会会則（以下「会則」という。）第２７条第２項の規定

に基づき、事務局の運営その他事務処理に必要な事項を定める。 

（事務局職員） 

第 ２ 条  事務局に本会の通常の事務を処理させるため、事務局長１名、その他の職員若干名を置

く。 

２ 事務局の事務処理にあたっては、神奈川県行政書士会職員就業規則（以下「就業規則」という。）、

神奈川県行政書士会経理規則（以下「経理規則」という。）、神奈川県行政書士会文書規則（以

下「文書規則」という。）及び神奈川県行政書士会電子情報取扱い及び電子情報システム管理・

運営規則（以下「電子規則」という。）に定めるもののほか、この規則の定めるところによる。 

（職員の責務） 

第 ３ 条  事務局職員は、就業規則、経理規則、文書規則、電子規則及びこの規則を遵守し、相互

に協力してその事務を処理しなければならない。 

２ 事務局長は、事務局を統轄して、適正にその事務を処理しなければならない。 

３ その他の職員は局長の指示を受け、誠実にその事務を処理しなければならない。 

（専決事務） 

第 ４ 条  事務局長に専決させる事務は、次の各号のとおり定める。 

（１） 行政書士法（以下「法」という。）第６条で定める登録申請及び第６条の４で定め変更

登録申請の受理。ただし、疑義のある場合を除く。 

（２） 日本行政書士会連合会会則第４７条に定める手数料の収納 

（３） 会則第６条の２第３項及び第６条の３第２項で定める入会届の受理及び入会金の収納 

（４） 会則第９条で定める会費の収納 

（５） 会則施行規則第５条の３及び第５条の５で定める会員証及び第５条の６で定める補助者

の証の交付又は期限の更新 

（６） 法施行規則第１２条で定める登録抹消届の受理 

（７） 役員、委員等に対する報酬及び旅費の支出 

（８） 事務局職員に対する定例的給与、手当の支出 

（９） 定型的、通常文書の収受、発送 

（10） 事務局職員の休暇、出張、時間外勤務及び休日勤務の処理 

（11） 予算限度内の消耗品支出 

（12） 賃借料、共益費、支部行事に対する助成金及び発注済の物品代金の支出 

（13） その他会長が特命する事務 

２ 前項の規定により事務局長が専決した事務のうち、第１号ないし第６号の事務について必要あ

るときは、主管の部の部長、副会長を経て、会長の後閲をうけるものとする。 
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附  則 

この規程は、昭和５９年４月１日から施行する。 

附  則 

この規程は、平成元年５月１３日から施行する。 

附  則 

この規程は、平成２年２月１７日から施行する。 

附  則 

この規則は、平成１２年３月１８日から施行する。 

附  則 

この規則は、平成１６年８月１日から施行する。 

附  則 

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 


